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東海第二原発の避難計画・避難所スペース問題

で茨城県と水戸市に申入れ 
12 月 8 日の原発避難問題についての院内集会にご参加を！ 

 

11 月 8 日、茨城県内で原子力防災に取り組む原子力防災を考える会

＠茨城、千葉県東葛地域で活動する市民団体エナガの会、原発止めよ

う！東葛の会、国際環境 NGO FoE Japan、原子力規制を監視する市民

の会により、東海第二原発の避難計画について茨城県と水戸市への申

入れと担当者との意見交換が行われました。焦点となったのは避難所

におけるスペースの問題でした。 

 東海第二原発の避難計画の策定において、茨城県は１人あたり２平

方メートルを前提に避難所の確保を進めてきました。水戸市の避難先

の一つとなっている千葉県松戸市は、感染症対策に配慮して１人あた

りのスペースを４平方メートルに広げ、避難者の受け入れ人数を半分

に変更し、水戸市と茨城県に回答していたことが 9 月の松戸市議会で

明らかになりました。 

この件は 9 月の水戸市議会、10 月の茨城県議会で取り上げられ、水

戸市の市民協働部長からは、「感染症対策は避難先の人数の調整に先

立っておこなうべきものである、感染症対策はコロナ禍の一過性のも

のではない、独自の基準で算定した自治体に対しては視察やヒアリン

グなどの調査を行っていく、原電の再稼働に向けた工事スケジュール

とは全く無関係に進める」との答弁がありました。また、茨城県大井

川知事からは、「自然災害時の感染症対策を踏まえた検討が進められ

ているが、原子力災害についても同様な対応が必要であり、１人あた

りの面積を広げることも含めて第一の避難先となる避難所の拡充を含

めて県内市町村や他県との協議を開始した」との答弁がありました。 
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フクロウ通信 フクロウの会 
（福島老朽原発を考える会） 

第 41 号 
2021 年 12 月 8 日 

 

フクロウの会（福島老朽原発を考える会）のブログ…http://fukurou.txt-nifty.com/fukurou/  

●フクロウの会は放射能汚染や事故の心配がなく、

放射性廃棄物を生み出さない社会、すなわち原発

のない社会をめざして首都圏で活動を続けてきた

団体です。 

●残念ながら福島で重大な事故が起きてしまいま

したが、事故による人々の被ばくが少しでも少な

く抑えられるよう事故直後から情報提供、放射能

測定プロジェクト、国や自治体への働きかけなど

の活動を行ってきました。 

●そんなフクロウの会の様々な活動を支えるため

の会員・サポーター・資金カンパ募集中です。ご

協力いただけますと幸いです。 

【カンパ送り先】 

●ゆうちょ銀行からの振替 

・口座記号番号 

00130-9-655439 

・口座名称（漢字） 

福島老朽原発を考える会 

・口座名称（カナ） 

フクシマロウキュウゲンパツヲカンガエルカイ 

●他の金融機関からの振込 

・銀行名＝ ゆうちょ銀行 

・金融機関コード ９９００ 

・店番 ０１９ 

・預金種目 当座 

・店名 〇一九 店（ゼロイチキユウ店） 

・口座番号 ０６５５４３９ 

フクロウの会 
（福島老朽原発を考える会） 
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感染症対策は一過性のものではなく、恒久的に配慮が必要です。プライバシー保護の観点からも国際基準に

照らしても１人あたり２平方メートルはあまりに狭すぎます。 

今回、私たちの申入れに対し、茨城県からは、コロナが収まったとしても避難所の対策は必要、避難所スペ

ースの拡大それにともなう避難所の拡充について、「避難元、避難先自治体との協議が必要、茨城県がリーダ

ーシップを発揮して進めていきたい」との回答がありました。また、水戸市からは、避難所のレイアウトをど

うするか避難先との関係があるので協議が必要。２平方メートルでは狭すぎることは明らか。原電の再稼働ス

ケジュールとは無関係に協議を進めていきたい、との回答がありました。 

 

 

避難所のスペースの問題以外に、福祉車両が絶対的に不足している問題、避難経路が複数設定されていない

問題、安定ヨウ素剤の配布・服用がとても間に合わない問題などについても意見交換を行いました。避難計画

に実効性が確認できない状況で再稼働の手続きを進めないよう改めて求めました。今後もこの件について注視

していきたいと思います。以下は 5 団体により提出した要請書です。 

 

※ 原発の避難問題でオンラインとリアルを併用した院内集会を準備しています。12 月

20 日（月）の午後、参議院議員会館にて全国各地でこの問題を取り組む皆さんに参加し

ていただく予定です。ぜひご参加ください（詳しくはフクロウの会及び原子力規制を監視

する市民の会のサイトにてご確認ください。右の QR コードからもアクセスできます）。 

 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

 

東海第二原発の広域避難計画におけるコロナ対策等についての要請書 11 月 8 日 

 

東海第二原発の避難計画の策定において、茨城県は 1 人あたり 2 平方メートルを前提に避難所の確保を進め

てきました。しかし水戸市の避難先となっている千葉県松戸市では、感染症対策に配慮して１人あたりのスペ

ースを 4 平方メートルに広げ、避難者の受け入れ調整人数を変更したうえで水戸市と茨城県に回答していたこ

とが明らかになりました。 

この件については、9 月の水戸市議会、10 月の茨城県議会でも取り上げられ、水戸市の市民協働部長から

は、感染症対策は避難先の人数の調整に先立っておこなうべき、感染所対策はコロナ禍の一過性のものではな

い、独自の基準で算定した自治体に対しては視察やヒアリングなどの調査を行っていく、日本原電の再稼働に

向けた工事スケジュールとは全く無関係に進める、との答弁がありました。 
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また茨城県大井川知事からは、自然災害時の感染症対策を踏まえた検討が進められているが、原子力災害につ

いても同様な対応が必要であり、１人あたりの面積を広げることも含めて第一の避難先となる避難所の拡充を

含めて県内市町村や他県との協議を開始した、との答弁がありました。 

 避難所でのスペースについては、新型コロナウイルス感染症対策の観点からも、避難所設置についての国際

基準に照らしても、１人あたり２平方メートルではあまりに狭すぎます。このことは、内閣府が防災のページ

で公開している「新型コロナウイルス感染症対策に配慮した避難所運営のポイント」などからも明らかです。

計画の抜本的な見直しが必要です。 

 また茨城県は HP において、「自然災害等により当初予定している避難先（第一の避難先）が使用できない

場合に、下記の候補地に、避難先（第二の避難先）として受入れの調整」を行うとし、福島県、栃木県、群馬

県、埼玉県、千葉県、宮城県内の市町村を候補地に挙げています。ところが、「〇第二の避難先について、受

け入れを調整していただくケース」の中に「新型コロナウイルス感染症対策として、第一の避難先の避難所の

受入れ人数が不足した場合」というのが含まれています。しかし新型コロナウイルス対策は、第二の避難先の

確保により解決する問題ではなく、第一の避難先の避難所においても第二の避難所においてもただちに講ずべ

き事項ではないでしょうか。以下要請いたします。 

 

要 請 事 項 

 

１．東海第二原発の広域避難計画の策定に際して、感染症対策への配慮や国際基準に照らしても避難所のスペ

ースは 1 人あたり２平方メートルではあまりに狭すぎます。感染症対策に配慮した十分なスペースを確保し、

そのためにも十分な避難所を確保するよう求めます。 

 

２．第二の避難先はあくまで第一の避難先が使用できない場合に備えてのものです。上記については、第一の

避難先についても第二の避難先についても十分な避難所を確保するよう求めます。 

 

３．上記の点も含め、十分な避難先が確保され、避難の実効性が実証されないうちは、地域原子力防災協議会

での検討を含め、東海第二原発の再稼働に向けた手続きに入らないことを求めます。 

 

 

 

 

 

フクロウ・ＦｏＥチャンネル（ＦＦＴＶ） 
 

原発のない社会を目指す、 

ふくろうの会と FoE Japan による FFTV 大好評ネット放送中！ 

 

YouTube でご覧いただけます 

 

 

 

 

FFTV で 

検索してね！ 
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ようやく排ガス精密調査実施へ 

放射能ごみ焼却中止をもとめる大崎住民訴訟 

 

11 月 15 日から、大崎市玉造クリーンセンター（以降玉造 CC）で、原告側提案による排ガスのセシウム濃

度の精密測定の作業が始まりました。大崎市における汚染稲わら、汚染牧草などの一斉焼却を巡る裁判では、

住民側が主張する排ガスの精密測定について、裁判長が「どのような検証をするか決まらず裁判は前に進んで

いない」「公定法の時間を延ばすのはどうか？」と発言してから、既に 1 年近く経過しています（フクロウ通

信 38 号参照）。 

 裁判長が発言し、被告側もそれを受け入れざるをえなかったにもかかわらず、実施にいたるまで、何故、こ

んなにも長時間を要したのでしょうか。それは被告である大崎市側が、「公定法の時間延長」による測定を受

け入れたにも関わらず、異常ともいえるような執拗さで、測定方法に様々な条件や規制を掛けて抵抗してきた

からです。 

 

わずか 1 か月半の間に 300 万円を超す募金が集まった 

本来、排ガス中のセシウム濃度について十分精密に測定して、その放射能漏れが、どの程度であるか証明す

べきは、放射能ごみ焼却を実施する大崎市側の責任であるはずです。ところが、大崎市側は、環境省の定める

「公定法」に基づき不検出であるから「漏れていない」などと主張し、裁判長が提案した「公定法の時間延長」

についても、「公定法を逸脱した方法」「人員管理の問題があり、長時間の測定はできない」「予算に計上し

ていない」などとして、自らは全く動こうとしませんでした。 

 このため、原告側が実施できる業者を探し、原告側の実施金額負担により実施せざるをえなくなりました。

最終的に 6.5 日分の排ガス収集によるろ紙、ろ液の検体採取、ゲルマニウム半導体検出器による 48 時間測定

での見積は 278 万円となりました。原告団と支援する会は急きょ、宮城県内をはじめとして全国に緊急で募

金をつのることにしました。本当にこの金額が集められるだろうか、不安の中での呼びかけを始めたのが 9

月末でした。 

 ところが、わずか 1 か月の間に、当初の目標額とした 250 万を超え、期限の 11 月 12 日には 330 万円の募

金が集まりました。宮城県はもとより、全国各地から 35 団体、345 名の方々から募金です。 

 この問題は、単に放射能ごみ焼却に反対する立場の人々だけでなく、全国各地のごみ焼却による有害物質拡

散の不安や危惧を抱く住民、放射能汚染木を燃やす木質バイオマス発電に危機感を抱く多くの人の注目があっ

た結果と考えられます。短期間に目標額を上回る募金を集められたことが、放射能ごみ焼却を危惧し反対する

人が多いことを示す証です。裁判所としてもこの事実を無視するわけにはいかないでしょう。 

 

執拗に「第三者認定」取得機関の測定を要求 

 精密測定にあたり、排ガスを吸引収集してろ紙とろ液で排ガス中の固形物、ガスなどを収集する業者の選定

が必要です。この業者選定にあたり、被告側は執拗に「第三者認証」取得の測定機関を条件として付けてきま

した。具体的には ISO/IEC17025 と言われる国際標準認証機関による認定です。「国際標準」「第三者認証」

と言われるともっともらしく聞こえますが、これは、ユーザーが各種測定を依頼する時に、その選定の参考に

なるように、一定のマネジメントの仕組みを持っているということであり、測定結果の正確性や精度を保証す

るものではありません。ちなみに、大学や研究機関などは、ほとんど第三者認証は取得しておらず、クロスチ

ェックと言われる同一サンプルを測定して相互に比較するやり方での保証が一般的です。 
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 結局、この「第三者認定」を取得しているのは、清掃事業事務組合など行政側の測定を「お得意様」とする

業者がほとんどです。業者の選定にあたり 7 社ほど当たったのですが、結局見積に応じたところは 1 社だけ

でした。「裁判関係の測定は受け付けない」「大崎市も重要なお客様ですし」などと、思わず本音を漏らした

業者もありました。大崎市の測定を請け負っている業者の第三者認証を調べたところ、確かに認定技術として

「放射能分析」は取得していましたが、その対象範囲は「環境試料：土壌、水」と明記されており、排ガスは

対象範囲に含まれていないことが我々の調査で判明しました。結局、さまざまな理由を付けて、行政の「息の

かかった」業者のみしか認めない、という意図があったことは明らかです。 

 被告側は、ちくりん舎は「客観的、中立的でない」として、最後まで測定を認めませんでした。原告側はち

くりん舎のみでの測定は要求しておらず、業者の測定の再確認、検証として、ちくりん舎でも測定することを

提案したのですが、最後まで認めませんでした。裁判所もこの件については被告側の言い分をそのまま認めた

形となりました。 

 

必要な排ガスをタンクローリーで持ち帰れ！？ 

測定方法の具体的な詰めは法廷の場ではなく、進行協議とよばれる裁判所、原告、被告双方が集まる協議の

場で行われます。その場では、上記以外にも、さまざまな、呆れるような妨害があったのです。被告側は当初、

排気ガス取り出し用の測定口は 2 箇所しかないと図面で示してきました。しかし関係者の情報から煙突本体に

も測定口があるはず、との情報があり、追及したところ、3 か所から同時採取できることを認めました。後日

談ですが、測定実施が決まり、業者を帯同して現場に入ったところ、なんと、測定箇所は、1，2 号炉に各 3

か所ずつ、合わせて 6 か所もあることが判明しました。測定口が多ければ多いほど、同時に大量の排ガスが収

集でき原告側の精密測定に有利になります。何とも姑息な手段で、精密測定の邪魔をしてきたとしか言いよう

がありません。 

 進行協議の場では、「必要な排ガスをタンクローリーで渡すから好きなようにしたらよい」とまで発言した

のです。環境省の定める緩い基準の公定法でさえ、排ガスは、バグフィルタ出口の測定口から直接、採取する

ように決められています。何としても、原告側関係者を現場に入れたくない思惑が明らかな暴言でした。 

 

汚染ごみ投入情況のビデオ録画を拒否！測定前日の攻防 

 進行協議や業者を帯同しての下見を終え、いよいよ作業に入る、その前日まで被告との攻防は続きました。

排ガス吸引の時間帯は、被告側の通告で 10 時 30 分から 14 時 30 分までと定められました。実施直前に、こ

の時間通告が重要な意味を持つことに気づきました。 

玉造 CC では汚染ごみ焼却時に一般ごみも同時に焼却しています。1 日の投入量でいうと一般ごみ 20 トン

前後に対して、汚染ごみは 0.5 トン以下です（セシウム量ではこの関係は逆転し、一般ごみ約 32,000Bq に対

して汚染ごみは約 270,000Bq となります）。玉造 CC の処理能力から計算すると、汚染ごみのみの焼却には、

たかだか 10 分程度しかかかりません。排ガス収集中の時間帯に汚染ごみの投入を避け、排ガス収集時間帯の

前後に、汚染ごみを集中して投入すれば、排ガスの精密測定の意味は全くなくなります。 

 この重要な問題に気づいた原告側は、汚染ごみの投入作業が、排ガス収集中も定常的に行われていることを

確認するために、裁判所を通して、汚染ごみの投入情況をビデオ録画することを要求しました。ところが、被

告側はこのビデオ録画を拒否してきたのです。投入情況を確認できるのは、ごみピットからクレーンでゴミを

焼却炉に投入するクレーンオペレータ室ですが、部屋が狭い、クレーンオペレータの作業の集中を妨げる、な
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どの理由です。そして、どうしても録画したいのであれば、ごみピット内通路に人が立ち録画すれば良い、三

脚使用は認めない、との提案です。ごみピット内は悪臭、有害ガスの発生もあり、高所でピットへの転落事故

にもつながりかねません。このような条件でなら録画作業をすることを認め、ダメ押しで「事務組合は録画作

業者の体調不良に対しては対応をしない」とまで文書で応えてきたのです。人道上の問題も含む問題のある対

応です。 

 これに対し原告弁護団は、即刻、安全な場所での録画を認めるよう、裁判所を通して要求しました。裁判所

も、この悪質ともいえる被告側主張に介入し、最終的にクレーンオペレータ室へのレコーダ設置を認めさせま

した。これらが、実質、測定日前日に発生したやりとりです。しかし、三脚設置場所は被告側が一方的に決め、

その場所以外への設置は認めず、しかも電源も貸さず、録画中の人の立ち入りを認めないという制約付きでし

た。原告側は急きょ、ビデオカメラ用の広角レンズと長時間録画用の大容量バッテリーと大容量 SD カードを

購入して対抗しました。 

 

いくつものハードルを乗り越えてついに排ガス測定の開始 

  実際の排ガス測定にあたり、驚くような被告側のさまざまな抵抗は、この排ガス精密測定が被告側にとっ

て、如何にやりたくないものであるかを見事に表しています。詳細な条件の交渉過程は全て、裁判所を通して

文書を通じて行われています。裁判所は、最後は「なりふり構わず」ともいえるような被告側の抵抗を見てい

ます。このこと自体も、今回の裁判の過程に影響を与える可能性はあります。作業は 11 月 24 日に終了しま

した。しかし大量なろ液の濃縮作業などが必要であり、実際のセシウム濃度測定の結果がでるのは 1 か月程度

かかる見込みです。 

  計算上は、今回の排ガス精密測定で実際に「漏れている」とする数値が出るはずですが、予断はできませ

ん。被告側のあからさまな非協力的な姿勢によるさまざまな制約があり、条件設定時に明らかになっていない

要素がある可能性があります。結果を見て、分析するしかありません。しかし、本来は自ら「漏れの程度」を

明らかにすべき被告側の徹底した後ろ向きの姿勢が明らかになったことも、今回の取り組みの重要な成果と考

えています。 

ちくりん舎副理事長/フクロウの会事務局長 青木一政 

 

最後に問題になったビデオ録画位置のイメージ 
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「原発事故とはつまり、放射能汚染！～あることをないことにさせないために～」 
さよなら原発神戸アクションオンライン茶話会で講演 

 

 これまで東日本各地で、お話する機会はいろいろありましたが、関西方面のグループからの要請でお話をす

る機会は初めてでした。当日は、福島県から関西方面へ自主避難された方も何人か参加され、新しいつながり

もできました。 

  オンライン茶話会の今回担当のケイさんから、感想や会の活動紹介などの投稿が届きましたので紹介させ

ていただきます。 

 

 

10 月 2 日の青木さんご講演について 

私たちは、「核（原子力）」はエネルギー源として利用してはならないものだと考えています。それは、ウ

ラン鉱石の採掘から稼働中や事故時の労働、周辺地域の環境、住民への影響、核のゴミ処理に至るまで、関係

者の放射線被ばくや環境破壊、人権侵害なしには進められないものだからです。 

ところが、原子力を推進する国や事業者などは、3･11 前には過酷事故はありえないとリスク懸念を一笑に付

しておいて、いざ事故が起こると想定外だったとして責任逃れをし、また環境中に放射性物質をばら撒きなが

ら汚染の甚大さや被ばく影響を否定しました。そして、超党派議連で子ども被災者支援法を可決しながら、ま

た環境基本法を改正しながら、住民の被ばく防護のための具体的な数値を盛り込んだ対策をせず、ICRP です

ら推奨していない年間20mSv基準を住民の避難と帰還の線引きに利用し、賠償範囲や事故の影響を矮小化し、

被害者切り捨てと今後に備えた放射能安全神話の刷り込みを図っています。 

そのような原子力推進勢力に対し、私たち市民の側は、抵抗の声を十分にあげられているでしょうか？実際

に現地で声をあげている人たちとともに行動できているでしょうか？そう考えた時、原発事故とそれによる放

射能汚染、住民の被ばく問題という、現在進行形の事実に向き合い、原因を明らかにし、責任を問うために必

要な活動をされている方のお話を聞くことで、原発というものの本質的な脅威はなにか、なぜ止めないといけ

ないか、私たちになにができるのかを、改めて考えたいと思い、企画しました。 

当日はメンバーの他、原発事故避難者や各地の支援者なども参加され、思いが共有できたことを感謝してい

ます。 

 

さよなら原発神戸アクションについて 

かつて「さよなら原発神戸ネットワーク」という、チェルノブイリ原発事故をきっかけに神戸で結成

された反原発グループがありました。1991 年美浜 2 号機の蒸気発生器細管破断事故の際、チラシを作っ

て現地で配布、それが美浜で長らく原発反対の活動をされていた松下照幸さんらの目に留まり、交流が

生まれたりもしました。 

1995 年の阪神大震災を境に活動は下火になっていましたが、3･11 で原発の危険性に気づいた新規参

入者を加え、2011 年 4 月に行われた藤田祐幸氏講演会を機に再編結成されたのが「神戸アクション」で

す。地元を中心に近隣地域などを含め 200 名余りが参加する ML と、毎月一回の例会（2020 年 3 月から

はオンライン）で、街宣や集会、デモの主催、参加、申し入れ行動、裁判支援など、「アクション」す

ることを心がけています。 
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オンライン茶話会について～コロナ禍でやれる活動を模索しています。 

2020/08/23 コロナと原発 お話 大竹進さん、遠藤順子さん、山田清彦さん 

2020/09/20 だまっちゃおれん！原発事故と放射能汚染 伊藤廣昭さん、大沼淳一さん 

2020/11/07  来春判決！子ども脱被ばく裁判～振り返りと今後への展望 片岡輝美さん、井戸謙一さん、今野

寿美雄さん 

2021/01/16  ☆守れ！瀬戸内海～39 年間原発建設を止め続ける祝島から～ 岡本直也さん、東条雅之さん、

高崎渉さん 

2021/02/27 ３・１１東京電力福島第一原発事故から 10 年～Another 311 を回避せよ！ 松下照幸さん、末

田一秀さん 

2021/03/09 3.1 子ども脱被ばく裁判判決@福島地裁 報告と今後～今野寿美雄さん 

2021/04/10 放射性汚染土のゆくえ 原田和明さん、井奥まさきさん 

2021/05/30 暮らしのなかの放射能 南相馬住民の 10 年 ☆☆～測定、裁判、あとに続くものたちのために

～ 小澤洋一さん 

2021/06/20 「命の水」琵琶湖を放射能汚染から守る！6.20WEB 集会 参加者自由トーク 

2021/09/04 アジアの原発どうなっているの？～アジアの原発と反原発運動～ 佐藤大介さん 

2021/10/02 原発事故とはつまり、放射能汚染！～あることをないことにさせないために～ 青木一政さん 

2021/11/06 反原発と共に半世紀・美浜町議の物語～原発あることの不安となくなることの不安、そして未

来へ 松下照幸さん 

2021/12/19 原発事故と放射能汚染ゴミ～燃やして隠蔽？国の放射能汚染ゴミの処理を問う～ 和田央子さ

ん 

さよなら原発神戸アクション ケイ 

※10 月 2 日のオンライン茶話会での講演内容については、さよなら原発神戸アクションのブログで録画を見

ることができます。こちらから：http://sayogenkobe.blog.fc2.com/blog-entry-229.html  

右側の QR コードからもアクセスできます。 

 

 

講師依頼受付中 
通信に載っているこの話、もっと詳しく聞いてみたい！学習会を開催したい！ 

そんな時お気軽にお問い合わせください 
 

学習会テキストとしてもご利用いただけるパンフレットなどもあります♪ 

 

 

フクロウの会 会員・サポーター募集中 
会費 会員 6000 円/年  サポーター1000 円以上/年 
 

今年度より会員会費を月 1000 円から年 6000 円に改訂しました。 

今後ともよろしくお願いいたします。 
 

集会でのスタッフやパンフ作成のご協力など一緒に活動していただける方を募集しています。 
お問い合わせ・お申し込み先 TEL：03-5225-7213 FAX：03-5225-7214 Email：fukurounokai@gmail.com  

http://sayogenkobe.blog.fc2.com/blog-entry-229.html

